
 

 

 

2026年６月 30日 

各      位 

会 社 名   株式会社 AKIBAホールディングス 

代表者名   代表取締役社長  白鳥 俊昭 

（東証スタンダード・コード番号  6840） 

問合せ先   取締役管理本部長 五十嵐 英 

（TEL．03-3541-5068） 

 

代表取締役の異動に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、代表取締役の異動について決議いたしましたので下記のとお

りお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 異動の理由 

経営体制の強化を図るため。 

 

２. 異動の内容（2026年６月 30日付） 

① 代表取締役の異動 

氏名 新職 現職 

白鳥 俊昭 代表取締役社長兼経営戦略本部長 取締役 経営戦略本部長 

堀 礼一郎 取締役会長 代表取締役社長 

 

３. 新任代表取締役社長の略歴等 

氏名：白鳥 俊昭（しろとり としあき）  

生年月日：1975 年 5 月 30 日  

所有株式数：0 株 

略歴： 

1996 年 4 月 大日本コンサルタント株式会社（現 大日本ダイヤコンサルタント株式会社） 入社  

2008 年 1 月 株式会社 MCJ 入社  

2016 年 7 月 株式会社ウインドウ 代表取締役  

2017 年 5 月 株式会社 MCJ 執行役員 経営企画室長  

2018 年 4 月 東急住宅リース株式会社 入社  

2023 年 1 月 株式会社クロス・マーケティンググループ 入社  

2024 年 6 月 株式会社 AKIBA ホールディングス 取締役及び経営戦略本部 本部長（現任）、 

株式会社バディネット 取締役（現任）  
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４. 就任の背景 

当社グループは、2026年 3月期には、持株会社体制移行後で過去最高となる連結業績を達成いた

しました。現在、メモリ市場の活況や生成 AI関連の需要拡大、再生可能エネルギー領域および IoT

関連ビジネスの成長など、中長期的な事業機会を迎えております。これらの機会を確実な成長へと

結びつけるためには、最前線における強力な事業推進と、それを支える強固な経営・管理基盤の構

築の両立が不可欠であります。 

本異動は、こうした方針のもと、最適な役割分担によってグループのさらなる成長と持続的な企

業価値向上を実現することを目的としております。 

 

５. 代表取締役社長に就任する白鳥俊昭のご挨拶 

現在、当社グループを取り巻く事業環境においては大きな成長の機会が広がっております。この

重要な局面において、私は持株会社のトップとして、いかなる環境変化を乗り越える事が出来る経

営基盤の構築と、グループ横断での戦略推進や経営資源の最適配分、リスク管理体制の強化に注力

いたします。 

事業の最前線を牽引する堀会長と強固な両輪体制を敷き、各事業会社が最大限のパフォーマンス

を発揮できる環境を整備することで、グループ全体の成長をより一段と加速させてまいります。新

たな価値の創造を通じて社会へ貢献し、企業価値の向上に努めてまいりますので、今後のさらなる

飛躍にご期待いただけますようお願い申し上げます。 

 

６. 取締役会長 堀礼一郎よりご挨拶 

今後は取締役会長として引き続きグループ全体の経営に携わるとともに、当社グループの中核で

ある通信建設テック事業の成長をさらに加速させるべく、株式会社バディネットの代表取締役社長

として再び事業の最前線に立ちます。 

持株会社における経営・管理体制の強化は新社長の白鳥に託し、私は事業を牽引することで、次

なる成長を創り出す「攻め」の役割に専念いたします。最前線で事業を切り拓く力と、それを支え

る力が連動する新体制のもと、強力なリーダーシップを発揮して事業推進と後継者の育成に尽力し

てまいります。 

 

以  上 


